
1915年：�
ツオート(F.W.Twort) がある種の
細菌（ミクロコッカス，
Micrococcus）のコロニーを溶かし
て透明にする感染性の物質がある
ことを発見．

1917年：
デレル(F.d’Herelle）が，赤痢患
者の便から，赤痢菌を特異的に殺
し，しかも,赤痢菌のある時に限っ
て自己増殖を行う目に見えない微
生物を報告.

この微生物がバクテリアをむさぼ
り食うという意味からバクテリオ
ファージと命名した．

ファージ吸着の様子� 感染ファージの放出 � ファージDNAの頭部からの放出 �

感染ファージとDNAの放出�



 7 (red)･ gp8 (blue)･ gp9 (green)･ gp10 (yellow)･ 
gp11 (cyan)･ 
The long tail fibers (gp34, gp35, gp36, gp37) and 
the short tail fibers (gp12) are shown in magenta.

T4ファージの構造とその遺伝子� (Eiserling, 1983)!



T4ファージの形成過程�

T2 phage !

T2 mutant phage !

T2 r : rapid-lysis mutant!
T2 r+:wild-type!

原因は分からないが、プラークの
形をかえる変異を得ることが容
易にできた �

1945年：変異株ファージ間で
の遺伝的組み換えの発見�

大腸菌B株とB/2株の混合菌でプ
ラークを作らせることで、h+r+, hr, 
hr+, h+rを区別�

T2h:野生型T2が吸着できない大腸菌B/2!
��に感染できる変異株!
T2 r : rapid-lysis 変異株�

溶原化ファージ⇨"ファージ⇨プロファージ�

Muは"ファージと異なり、挿入が起こる場所はランダムである�


